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狭
第

回
シ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド

18

ゴ
ル
フ
大
会
狭

年
前
か
ら
同
和
問

33
題
の
取
材
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
に

同
和
対
策
の
法

案
は
失
効
し
ま

し
た
が
、
同
和

問
題
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
福
岡
市
で
も
一

昨
年
、
早
良
区
や
東
区
な

ど
で
差
別
落
書
き
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
｢
同

和
｣
と
い
う
言
葉
は
消
え

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
差
別
の

現
実
が
消
え
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

最
近
亡
く
な
っ
た
三
国
連
太
郎

さ
ん
は
被
差
別
部
落
出
身
で
、
生

前
の
遺
志
で
戒
名
を
つ
け
な
か
っ

た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

戒
名
に
は
差
別
戒
名
を
つ

け
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、

こ
れ
は
彼
の
最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の

月
に
は
『
週

10

刊
朝
日
』
が
橋
下
徹
大
阪

市
長
の
家
系
図
を
掲
載

し
、
大
き
な
問
題
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
い
う
血
脈

主
義
は
部
落
差
別
を
生
み

出
す
幻
想
で
、
こ
の
血
縁
幻

想
の
中
で
部
落
差
別
は
続
い

て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
で
は

シ
ョ
ッ
ク
な
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
単
身
世
帯
数
が
、
両
親
と
子

ど
も
２
人
の
標
準
世
帯
を
抜
い
て

一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
代
日
本
の
世
相
を
映
す
新
し

い
言
葉
が
「
無
縁
社
会
」「
介
護
地

獄
」「
延
命
治
療
｣
な
の
で
す
。

言
葉
は
時
代
の
中
で
生
ま
れ
て

消
え
て
い
き
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
の

研
修
で
は
何
が
差
別
語
な
の
か
教

え
て
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
言
葉
そ

の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、

な
ぜ
差
別
語
に
な
っ
た
の
か
を
理

解
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

差
別
が
な
く
な
ら
な
い
か
ぎ
り

差
別
語
は
消
え
ま
せ
ん
。
差
別
語

は
使
う
側
の
問
題
な
の
で
す
。

（
い
き
み
な
み
人
権
尊
重
推
進
協
議
会
）

差別が
なくならないかぎり

◇
名
称
変
更

今
年
度
か
ら

の
大
き
な
変

化
は「
社
会

同
和
教
育
推

進
協
議
会
」

の
名
前
が
変

更
さ
れ
た
こ

と
で
す
。

昨
年
度
の
総

会
で
「
社
同

協
の
名
称
つ

い
て
役
員
会
で
協
議
し
、
規
約
改

正
の
手
続
き
を
行
う
」
と
い
う
提

案
に
対
し
「
名
称
検
討
委
員
会
を

つ
く
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０

１
２
年
８
月
に
名
称
検
討
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
３
回
の
委
員
会
を

経
て
新
名
称
｢
い
き
み
な
み
人
権

尊
重
推
進
協
議
会
（
略
称
：
人
尊

協
）
｣
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

１
９
７
９
年
結
成
の
壱
岐
地
区

社
同
協
の
活
動
を
受
け
継
い
だ
壱

岐
南
校
区
社
同
協
は
１
９
９
９
年

に
誕
生
。

周
年
と
な
る
今
年
か

15

ら
、
新
た
に
「
い
き
み
な
み
人
権

尊
重
推
進
協
議
会
」
と
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

周
年
を
記
念
し
て
、

15

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
る
記

念
誌
を
発
行
し
ま
す
。

◇
事
業
計
画

人
尊
協
と
し
て
も「
人
権
の
つ

ど
い
｣
と「
町
別
人
権
研
修
会
｣

を
核
に
、多
様
化
し
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る「
差
別
｣
を
学
び
、な

く
す
活
動
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

今
年
度
初
の
取
り
組
み
と
し
て

「
あ
す
な
ろ
解
放
学
級
」
と
の
交
流

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
じ
め
て
理
事
・

運
営
委
員
研
修
と
し
て
「
生
の
松

原
特
別
支
援
学
校
」
の
運
動
会
を

見
学
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
こ
の

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
会
終
了
後「
消
え
る
言
葉
、生

ま
れ
る
言
葉
〜
人
権
を
映
す『
鏡
』

の
い
ま
〜
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

基
調
講
演

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

講
師
は
、

西
日
本
新

聞
の
元
記

者
で
企
画

委
員
を
務

め
る
馬
場
周
一
郎
さ
ん
。
ま
ず「
世

界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た

ら
｣
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
現
代
社

会
の
人
権
問
題
の
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

（
内
容
の
一
部
を
「
み
ち
し
る
べ

に
」
掲
載
）

４
月

日
、
戸
切
人
権
の
ま
ち

23

づ
く
り
館
で
壱
岐
南
校
区
社
会
同

和
教
育
推
進
協
議
会（
略
称
：
社

同
協
）の
総
会
を
、理
事
・
運
営
委

員

人
の
出
席
で
開
き
ま
し
た
。

56総
会
は
、
壱
岐
南
小
学
校
の
橋

口
勝
弘
校
長
を
議
長
に
選
出
し
、

役
員
会
が
提
案
し
た
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

て
今
年
度
も
「
一
人
ひ
と
り
の
人

権
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

社
同
協
か
ら
い
き
み
な
み
人
尊
協
へ

～
２
０
１
３
社
同
協
総
会
～

士
今
年
も
つ
く
ろ
う
緑
の
カ
ー
テ
ン
士

《
大
き
さ
》

陽
当
た
り
の
良
い
窓
や
壁
に
つ

く
ら
れ
た
、
間
口
２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
カ
ー
テ
ン

《
素

材
》

ゴ
ー
ヤ
・
ヘ
チ
マ
・
朝
顔
な
ど

の
つ
る
性
の
植
物

《
期

間
》
７
〜
８
月

８
月

日
頃
、審
査
員
が
現
地
で

20

審
査
し
ま
す
。審
査
時
に
り
っ
ぱ
な

カ
ー
テ
ン
に
な
る
よ
う
に
、植
え
る

時
期
等
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

《
表

彰
》

優
秀
賞
を
は
じ
め
、
参
加
者
全

員
に
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

《
申

込
》

６
月

日
ま
で
に
①
名
前
②
住

30

所
③
電
話
番
号

を
明
記
し
、
公

民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
年
、
体
温
よ
り
高
い
気

温
が
続
出
す
る
酷
暑
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
生
活
環
境
委
員

会
は
、
窓
か
ら
の
日
差
し
を
さ
え

ぎ
り
、
室
温
が
上
が
る
の
を
お
さ

え
る
効
果
が
あ
る
「
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
よ

び
か
け
て
い
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
一
環
と
し
て
２
０
０
７

年
福
岡
市
役
所
で
は
じ
め
て
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
区

役
所
等
で
も
実
施
、
壱
岐
南
校
区

の
取
り
組
み
は
２
０
１
０
年
度
か

ら
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」

と
し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

４
回
目
と
な
る
今
年
も
次
の
要

領
で
行
い
ま
す
。

嫌
寒
中
花
見
も
お
つ
な
も
の
建

橋
本
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
恒
例
の
花

見
会
は
〝
寒
の
戻
り
〟
の
４
月
７

日
、
町
内
の
公
園
で
開
催
＝
写
真
。

多
数
の
参
加
者
が
あ
り『
待
ち
に

待
っ
た
花
見
』と
、ア
ル
コ
ー
ル
で

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
５
月

日
、
壱
岐
南
小
学
校
校
庭
と
戸

11切
公
園
を
会
場
に
「
第

回
シ
ニ

18

ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
天
気
予
報
は
雨
で
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
無
事

実
施
で
き
ま
し
た
。

１
０
２
人
の
参
加
者
は
約
２
時

間
、

ホ
ー
ル
で
真
剣
に
、
ま
た

24

楽
し
く
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の

大
会
は
校
区

社
会
福
祉
協

議
会
と
の
共

催
で
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

結
城

宏
（
壱
岐
団
地
）

準
優
勝

吉
岡
秀
行
（
戸
切
）

三

位

有
馬
良
幸
（
野
方
２
丁
目
）

四

位

堤

強
（
壱
岐
団
地
）

五

位

吉
岡
武
俊
（
野
方
５
丁
目
）

※
男
女
上
位
６
人
ず
つ
が
、
９
月

１
日
に
開
催
さ
れ
る
「
西
区
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
に
校
区
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
）

笑顔の結城宏さん（左）

暖
を
と
り
な

が
ら
、な
ご
や

か
な
雰
囲
気

で
大
い
に
盛

り
上
が
る
。

な
か
に
は

詩
吟
を
う
な

る
御
仁
も
あ
り
、
笑
い
に
包
ま
れ

た
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
松
本
隆
夫

自
治
会
長
は
「
ま
と
ま
り
の
あ
る

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
や
は
り
〝
絆
〟

の
大
事
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
相

談
を
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

相
談
委
員
が
受
け
つ
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
料
は
無
料
で
す

○
秘
密
は
守
り
ま
す

○
毎
月
第
四
水
曜
日
の

時
か
ら

13

時
ま
で

16
○
壱
岐
南
公
民
館

行
政
相
談
委
員

執
行
佳
子

ߦ
੓
૬
ஊ
ͷ
͝
Ҋ
಺

体
育
振
興
会
主
催
の
「
第

回
23

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、

５
月

日
壱
岐
丘
中
学
校
校
庭

12

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、

自
治
会

チ
ー
ム
が
Ａ
Ｂ
パ

13

13

ー
ト
に
別
れ
て
リ
ー
グ
戦
で
行

わ
れ
、
優
勝
は
藤
ヶ
丘
チ
ー
ム

（
写
真
左
）、
準
優
勝
は
橋
本
町
チ

ー
ム（
写
真
下
）
で
し
た
。

選
手
・
応
援
団
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
お
世
話
い
た
だ
い
た
体
育

振
興
会
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

な
お
、
優
勝
の
藤
ヶ
丘
チ
ー
ム

は
、
８
月

日（
日
）に
行
わ
れ
る

25

西
区
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

優
勝
は
藤
ヶ
丘
！
～
壮
年
ソ
フ
ト
～


